
令和４年１１月２５日
四 国 地 方 整 備 局

令和４年度 第１回
四国地方整備局総合評価本局小委員会の開催結果について

令和４年度第１回四国地方整備局総合評価本局小委員会を令和４年１０月１８日に
開催し、令和３年度（R3.12月以降）から令和４年度（R4.7月末迄）の総合評価落札
方式による本官契約の工事について提示し、その中から委員により抽出していただい
た代表工事３件について具体的な総合評価内容の説明を行い、ご意見をお伺いしまし
た。

また、上記と同じ期間における総合評価落札方式、プロポーザル方式による本官契
約の建設コンサルタント業務等について提示し、ご意見をお伺いしました。

これらの意見を参考に、総合評価落札方式等の審査又は評価が、より一層中立かつ
公正に行われるよう今後とも努めて参ります。

【主な意見の概要】
・技術提案の着目点の設定について、発注者が求める品質を具体的に絞って明確に

示したほうが、参加者は発注者の意図を理解し提案できるため品質、施工確実性、
経済性も優れたより良い提案が出てくると思われる。

・生産性向上に関する技術提案について、どの程度の生産性向上になるかを、具体
的・定量的に評価できる仕組みが必要と考える。

本局小委員会の概要
１．日時：令和４年１０月１８日（火）１４：００～１６：００
２．場所：Ｗｅｂ会議
３．出席委員：渡邊委員長、氏家委員、奥嶋委員、松島委員
４．議事次第・・・・・・別紙－１
５．開催結果の概要・・・別紙－２

＜問い合わせ先＞ 国土交通省 四国地方整備局 TEL：(087)851-8061(代表)
【企画部（全般）】 技術管理課長 中野 晴樹 （内線3311）

工事窓口：技術管理課長補佐 山本 恭二 （内線3314）
業務窓口：技術管理課長補佐 仙波 宏光 （内線3313）

【港湾空港部】 品質確保室長 冨本 正 （内線6413）



日時：令和4年10月18日（火) 14:00～16:00

場所：Ｗｅｂ会議

令和４年度

第１回 四国地方整備局総合評価本局小委員会

議 事 次 第

１．開 会

２．報告事項
１）令和４年度の総合評価落札方式による契約結果等について ・・・資料－１

３．審議事項
１）令和３・４年度の適用工事・業務（本官契約）について ・・・資料－２

２）具体事例について

○令和３ー５年度 横断道津田高架橋上部Ｐ３ーＰ７工事（企画部） ・・・資料－３

○令和３ー５年度 戸原５号突堤築造工事（企画部） ・・・資料－４

○高知港海岸浦戸湾地区護岸(改良)工事（港湾空港部） ・・・資料－５

４．閉 会
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令和４年度第１回四国地方整備局総合評価本局小委員会 

開催結果の概要 
日時：令和４年１０月１８日（火） １４：００～１６：００ 

場所：Ｗｅｂ会議 

出席委員 高知工科大学  教授 渡邊 法美 

     愛媛大学大学院 教授 氏家 勲 

     徳島大学大学院 教授 奥嶋 政嗣 

     香川大学    教授 松島 学 

 

Ⅰ 報告事項 

令和４年度までの総合評価落札方式による契約結果等について 

 

Ⅱ 意見聴取の対象 

小委員会の役割が、複数の工事（総合評価落札方式）及び業務等（総合評価落札方式、プロポーザ

ル方式）に共通する評価方法及び個別工事、業務等の評価方法や落札者の決定方法に関することに対

して意見を聴取することを踏まえ、令和３年度（R3.12月以降）から令和４年度（R4.7月末迄）の総

合評価落札方式による工事５０件（本官契約工事）について評価項目の内容等を提示。 

また、上記と同じ期間における総合評価落札方式、プロポーザル方式による建設コンサルタント

業務等４５件（本官契約業務）について提示。 

 

【工事関係】 令和３・４年度対象工事 

開札済み 手続き中 準備中 合計

技術提案評価型（Ｓ型）２テーマ 4 件 7 件 8 件 19 件

技術提案評価型（Ｓ型）１テーマ 9 件 1 件 3 件 13 件

施工能力評価型（Ⅰ型） 8 件 1 件 0 件 9 件

施工能力評価型（Ⅱ型） 5 件 0 件 1 件 6 件

技術提案・交渉方式（ECI） 1 件 2 件 0件 3 件

合　　計 27 件 11 件 12 件 50 件  

【業務関係】 平成３・４年度対象業務等 

特定・開札済 手続き中 準備中 合計

プロポーザル方式 18 0 0 18

総合評価落札方式 26 0 0 26

役務 企画競争方式 1 0 0 1

45 0 0 45

業務

合計
 

Ⅲ 主な意見の概要 

・技術提案の着目点の設定について、発注者が求める品質を具体的に絞って明確に示したほ

うが、参加者は発注者の意図を理解し提案できるため品質、施工確実性、経済性も優れた

より良い提案が出てくると思われる。 

・生産性向上に関する技術提案について、どの程度の生産性向上になるかを、具体的・定量

的に評価できる仕組みが必要と考える。 

別紙－２ 

本官（本局）契約工事（R4.7.31基準日） 

本官（本局）契約業務（R4.7.31基準日） 
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